
令和７年９月１９日

内閣府公益法人行政担当室

公益信託ワークショップ
第二回
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内閣府公益信託イメージキャラクター
「こうえきしんたくん」



公益信託ワークショップ第二回
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No 日付 プログラム内容 発表者

1
9/3(水)
14時～16時半

・団体活動紹介、公益信託への期待（団）
・公益信託の制度／ガイドライン説明（内）

各団体
内閣府

2
9/19(金)
13時～15時半

・事業案検討内容の発表（団）
・発表に対する討議、有識者コメント（内）

各団体
内閣府、有識者

3
10/6(月)
15時半～18時

・信託契約書(要綱)、事業計画書検討結果（団）
・ワークショップを通じた制度への提言（団）

各団体
内閣府、有識者

※3回目終了後、1時間ほどの軽い懇親会を計画しております。御予定合う方は御参加お願いします。

プログラム案

実施の目的

ガイドライン等の作成にあたっての具体的な事業モデルやニーズの把握、制度利用促
進に向けた横展開可能なモデル事例の創発を主な目的とする



１．はじめに     Ｐ２

２．団体紹介     Ｐ10

３．公益信託 制度説明    Ｐ89

４．今後のアナウンス    Ｐ91
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参加者の御紹介
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本日の参加者
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東京都生活文化局都民生活部管理法人課

公益信託担当 半田拓 様

法務省民事局第一課

参事官 古谷真良 様

※ほかリモートにて施行準備研究会参与、内閣府職員が
10名前後参加しております



第二回 タイムテーブル
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Time Agenda Speaker

13:00 (5分) はじめに 内閣府

13:05 (70分)

団体発表（前半）＋会場討議
・団体発表 15分/団体×３団体
・会場討議 25分

①全国こども食堂支援センター・むすびえ
②ちくご川コミュニティ財団
③長野県みらい基金

３団体

14:15 (70分)

団体発表（後半）＋会場討議
・団体発表 15分/団体×３団体
・会場討議 25分

④キッズドア
⑤全国フードバンク推進協議会
⑥泉北のまちと暮らしを考える財団

３団体

15:25 (5分) 第3回のアジェンダ・宿題の説明 内閣府

本日資料は開催報告として公表予定です。
非公表スライド・箇所があればご連絡お願いします。



２. 団体発表 前半（1団体 15分）
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1. 全国こども食堂支援センターむすびえ

2. ちくご川コミュニティ財団

3. 長野県みらい基金
4. キッズドア

5. 全国フードバンク推進協議会

6. 泉北のまちと暮らしを考える財団

5分前、2分前、終了で案内を出します



団体発表（前半） 全体討議
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団体発表（前半） 全体討議
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団体発表（前半） 全体討議
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３. 団体発表 後半（1団体 15分）
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1. 全国こども食堂支援センターむすびえ

2. ちくご川コミュニティ財団

3. 長野県みらい基金

4. キッズドア

5. 全国フードバンク推進協議会

6. 泉北のまちと暮らしを考える財団

5分前、2分前、終了で案内を出します



団体発表（後半） 全体討議

12



団体発表（後半） 全体討議
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団体発表（後半） 全体討議
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４. 第3回（報告会）に向けたアナウンス
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プログラムの実施概要
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No 日付 プログラム内容 発表者

1
9/3(水)
14時～16時半

・団体活動紹介、公益信託への期待（団）
・公益信託の制度／ガイドライン説明（内）

各団体
内閣府

2
9/19(金)
13時～15時半

・事業案検討内容の発表（団）
・発表に対する討議、有識者コメント（内）

各団体
内閣府、有識者

3
10/6(月)
15時半～18時

・信託契約書(要綱)、事業計画書検討結果（団）
・ワークショップを通じた制度への提言（団）

各団体
内閣府、有識者

※3回目終了後、1時間ほどの軽い懇親会を計画しております。御予定合う方は御参加お願いします。

プログラム案

実施の目的

ガイドライン等の作成にあたっての具体的な事業モデルやニーズの把握、制度利用促
進に向けた横展開可能なモデル事例の創発を主な目的とする



第三回に向けたご依頼事項
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１

２

第三回報告会の発表資料 締切：10月2日(木)

• 第三回は最終報告会として、ブラッシュアップした事業案の報告を予定

• 報告書様式（後述）の構成にて報告資料を準備いただきたい

• 報告書内容を内閣府側でも研究会資料や外部講演などで活用を予定するため、
ほか公開可能かつほか団体も理解しやすい整理をお願いしたい

モデル契約・事業計画書の作成 締切：10月6日(月)

• 検討成果物として、事業案をもとにモデル契約（要綱）・事業計画書を作成
いただきたい

• モデル契約（要綱）は現時点で充足可能な内容を埋めていただき、今後内閣
府側でモデル契約策定を推進する中で適宜ご相談に対応いただきたい



①第三回報告会の発表資料
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報告書アジェンダ内容

1. 事業概要サマリ

2. 寄附者および寄附財産情報

3. 受託者および信託管理人
（能力や役割）

4. 事業体制図と公益事務内容

5. 公益信託を使う理由や
地域・領域にもたらす価値

6. 今後の検討に求めること
（ガイドラインや広報、外部連
携への提言・要望など）

1 2

3 4

5 6

報告書内容を施行準備研究会や外部講演会などにおいて参考ケースとして紹介してい
きたいと考えています

右側掲載のサンプルは、第二回報告資料に
おいて各要素に近しいイメージの資料を参
考として掲載しています



①第三回報告会の発表資料（詳細）
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ほかの団体・関係者が理解しやすいように以下のアジェンダを含めていただければと思います。
要素が含まれていれば適宜わかりやすいストーリーラインの変更や資料追加等はしていただいて
構いません。可能な限りテキストのみでなく図示を含んでいただけると幸いです。

No アジェンダ 記載いただきたい内容

1 事業概要サマリ
公益信託の事業概要
（目的、信託財産、公益事務内容、主なステークホルダーなど）

2
寄附者および
寄附財産情報

寄附者はどんな人で、どのような寄付ニーズがあるか
想定される信託財産の類型や金額はどの程度か

3
受託者および信託管理人
（能力や役割）

受託者および信託管理人は具体的にどのような法人・人がなるのか
担う役割や実施体制、どのような実行能力を有するか

4
事業体制図と
公益事務内容

公益信託の事業内容や座組の詳細
・どのような信託財産をもとになんの公益事務を実施するか
・各ステークホルダーはどのような人や団体が担うか
（寄附者、受託者、信託管理人、ほか必要に応じて信託設立の支援やス
テークホルダーのマッチング支援など）

5
公益信託を使う理由／
地域にもたらす価値

地域・支援領域の団体に公益信託を紹介する際に
・どのような寄附ニーズに対して公益信託制度が適しているか
・地域・領域から見て公益信託制度が及ぼす価値や将来の可能性

6 今後の検討に求めること
・ガイドラインや申請様式などに求めること
・制度広報や民間連携への要望や支援してほしい点
・制度の利用促進に向けたポイントの提案 など



②モデル契約・事業計画書の作成
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本事業の成果物として、信託契約書（要綱※）と事業計画書の作成をお願いします
※契約書の条文すべてを記載するわけでなく、条文で引用する要点を整理する

信託契約書（要綱） 事業計画書

「特定資産公益信託」の様式を参考に、事業案をもとに契約で定
めるべき事項を具体化して記載してください。

公益信託様式は年末までにかけて検討中のため、暫定的に公益法
人の事業計画書内容を参考に作成ください

事業計画書
イメージ

（分量：Word 3枚程度） （分量：Word 3枚程度）

• 事業案でも詳細決めていない点に関しては、「想定・仮定」で記載いただいて大丈夫です

• 事業案が様式にそぐわない、項目が不足している場合には、欄外でその旨を明記ください

信託契約書（要綱）
イメージ



参考）事業設計から契約書作成の流れイメージ
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実際の公益信託組成においても、事業案検討から事業計画書、契約書作成という流れで事業内容が
詳細化されていくものと想定しております

抽象 具体

事業設計

事業計画書

信託契約書



22

ワークショップ第２回

お疲れ様でした！


